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熱概念の変容を促す授業構成の研究
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1．は じめに　　　　　　　　　　　　　　　　　熱概念を導入する際の基礎と して大きな位置を占め

高校物理で は、科学的な熱慨念の獲得に困難を覚　る概念で ある 、 とい う視点を基に、温度概念の導入

える生徒も少なくな い 。主たる原因として、熱現象　か ら始めた。授業は以下 の 3時間構成である。

を考える際に必要 とな る原子 ・分子な どの ミ ク ロ で、   示強変数として の 温度慨念の導入

抽象的な レベ ル で の ミ ス コ ン セ プ シ ョ ン の存在があ （嗾邏 勇論的衝跛 概念 と熱概念の導入

る 。

一
般 に、ミ ス コ ン セ プ シ ョ ン の変容は難 しい

。　   熱と温度概念の分化

2 ．論理的課題分析と発生的課題分析　　　　　　 5．プレ ・ポス トテス トの比較 ・まとめ

　diSessa。）は 、 概念変容へ の アプロ
ー

チ として、課　　プレ ・ポス トテ ス トの結果の比較か ら、論理的課

題の側の論理的必然性の み を考慮に 入れた論理 的課　題分析の視点で行 っ た授業で は、熱現象と粒子の運

題分析に対し、発生的課題分析の必要性を提案して 　動を関連づ ける点、そ して示強変数として の温度概

い る 。 発生的課題分析では 、 学習者の 側も考慮に入　念へ の変容に有効 的であることが分か っ た 。 しか し、

れ、既存の概念の状態をふ まえた上で の授業構築 に　熱に対する物質的な概念が強化 されて しまっ た。 こ

加え、概念理解の ため の文脈の導入の重要性が 亅昌え　 れは、授業の 中で粒子モ デル を頻繁に導入 した こ と

られて い る 。 こ の文脈に関 して は、Otercr”が熱分野　が
一

因で ある と考えられ る 。 また、温 又 芯 と熱概

で方針を示 して お り、 概念が誕生する必然性や 、 そ　念の 未分化とい う状況 も改善され て い ない
。 それに

の応用等を示すべ きである として い る 。 これ らに対　対 し、 発生的課題分析の視点の下に構成された授業

する学習者の ニ ーズ も重要になっ て くる 。 　　　　 で は、熱を物質的にとらえる考え、示量変数として

　本研究では、論理的言羅 1分析の視点と発生的課題 　温度概念を とらえる考えの変容 に関して はあまり効

分析の視 点か ら構成された授業の効果を授業嶄麦の　果がなか っ た もの の 、こ れ以外はバ ラ ンス よ く変容

質問紙調査 の 結果か ら分析 し、 熱慨念 の 変容を促す　 され て い る様予がうかがえた 。

授業の構成につ い て明 らか にすることを目的とした 。　 以上 の こ とよ り、熱概念を変容 させるための授業

3．生徒の実態　　　　　　　　　　　　　　　　を構成するには、まずマ クロ な視点か ら示強変数と

　発生的課題分析の視点か ら構成 した授業は平成 1　 して の温度概念を導入すること、そして、熱現象を

6 年度に 、論理的課題分析の視点か ら構成 した授業 考える際の物質粒子の運動の視点から考える必要性

は平成 20 年度にそれぞれ実践した 。 佐野幼 作成 し　を認識 させる こ とが重要で ある 、 とい える 。 しかも

た質問紙を基にプ レ テ ス トを行い
、

い ずれの年度に　その際 、 熱概念が質的に変容するきっ かけとなっ た

おい て も、生徒の多 くが熱分野における ミス コ ン セ　科学史を示す と効果的である 。 その 上で 、
モ デルを

プシ ョ ン を保持して い ることが分か っ た 。　　　　 導入 して拙象的な粒子の運動 を分か り易く説明する

4．授業の構成の視点　　　　　　　　　　　　 とよ い が、物質粒子の特性と して熱を認識させ ない

　発生 的課題分析の視点か ら授業を構成するの に必　よう、 運動の状態に着目させ る必要がある 。

要な知見を得るため に 、 プ レテ ス トに よっ て 生徒達　［参教 醜

の授業に対する ニ
ーズを把握 した 。 そ の結果を基 に、 （1）di・S・s・a，・AA ，田 ・a・ni階 な ist・te］ia・ plysi　cs・Astndy ・f　knew
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